
令和５年１１月１６日小鹿野町役場議場にて「第 3回小鹿野町小
学校統合準備委員会」が開催され、各部会の報告や進捗状況等につ
いて話し合いが行われました。令和７年４月の統合に向けて、具体
的な決定事項も増えてまいりました。「小鹿野町小学校統合準備委
員会だより」ではその報告と今後の予定をお知らせいたします。
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統合準備委員会の各部・班の会議開催状況をご報告します。
○第１回統合準備委員会 令和４年１０月２７日
○第２回統合準備委員会 令和５年３月１６日
○第３回統合準備委員会 令和５年１１月１６日

◇総務部会 令和５年３月１日、令和５年１０月１７日
・総 務 班 令和４年１２月２０日、令和５年２月１４日

令和５年６月２７日、令和５年９月２０日
令和５年１１月７日

・学用品班 令和４年１２月２２日、令和５年６月２０日
令和５年８月２５日、令和５年１０月１９日
令和５年１２月１３日

・通学体制班 令和５年１月１０日、令和５年 9 月２６日
・閉校校舎の利活用班 令和５年 9 月 5 日
・学童保育整備班 令和５年１月１３日
※学校経営班、事務班については学校で実施
◇教育部会 令和４年１２月５日、令和５年１０月３１日
・学 事 班 令和５年５月２４日 令和５年１０月２６日
※教育課程班、児童活動班、保健安全班、生徒指導班につ

いては、学校で実施
◇ＰＴＡ部会 令和５年２月２０日、令和５年８月２２日
・ＰＴＡ関係班 令和５年１月１９日、令和５年４月１７日
・学校との連携班 令和５年１月１９日、令和５年７月１８日

（１） 総務班

校歌完成！ 作詞 木村英一氏 作曲 豊田麻理奈氏 (別紙にて報告)

校章 応募総数 32 作品の中から次の作品が賞に選ばれました！！
最優秀作品 長若小学校 ６年 笠原 葵さん

※最優秀作品は今後専門家にブラッシュアップいただき校章として完成予定
優秀作品 ４作品

長若小２年 笠原咲さん 三田川小３年 笠原義太朗さん 小鹿野中１年 加藤梨紗さん 小鹿野中３年 黒沢萌圭さん

〇校旗については、校章決定後検討します。

① 通学用バッグ ： ランドセル、ワンパック、ランリックのいずれかで自由。
② 通学傘 ： 低学年は基本的に黄色い傘、高学年は色の幅を持たせて良い。
③ 自転車に乗るときのヘルメット ： 自転車乗車時のヘルメットは指定しない。

「小鹿野町自転車ヘルメット着用促進補助金」を活用し自由に購入する。
※現在使用している黄色いヘルメットは自転車乗車時に適さないため。

④ 児童の体操着 ： 継続して検討。
1次審査･･デザイン画１０作品の中から４作品を選定し、サンプル品を作成した。
2次審査･･保護者による投票により決定する。

(令和5年10月1日現在0歳児から小4の保護者) ※１世帯１票とする。
⑤ 水着 ： 指定しない。

黒や紺の華美でないものとし水泳学習に支障のないもの。（ラッシュガード可）

⑥ 水泳帽子 ： もっている帽子を使用する。 ※統合後の帽子の色については、
できるだけ早く色を指定し、買い換える際には指定の色を購入する。

⑦ その他 ： 熊鈴は全域で配布する。
日傘の使用は、安全を考慮し学校で対応する。

① 通学方法・・長若小、三田川小、両神小は原則スクールバスとする。
・現在の小鹿野小学校の学区内は、現時点では従来通りの通学方法と
する。（但し、遠距離通学の地区については、必要に応じて小鹿野小学
校で検討する。）

・通学班編制については、兄弟は基本的に同じ班に編成し、10 人以内を
目途とする。 広い道路を挟んだ家の児童の班編制はできる限り行わな
い。

② 自転車乗車区域・・各学年指定の区域とする。
・１～２年生（低学年）→ 自分の家のまわり
・３～４年生（中学年）→ 居住地区内（これまでの学区）
・５～６年生（高学年）→ 小鹿野町全地区内（新しい学区）
※遠くに行く場合は必ず家の人の許可を得るものとする。

③ スクールバス
1⃣ 運 行･･学校に着く時間にあまり差が生じないように運行する。
・長 若 地区 → ２～３台（２～３ルート：長留地区・般若地区）
・三田川地区 → ２台 （１ルート：河原沢地区→飯田地区）
・両 神 地区 → ２～３台（２～３ルート：薄地区・小森地区）
2⃣ 乗降場所・・・・・検討中。
・児童の住所情報を基に、長若小、三田川小、両神小はそれぞれ乗降場
所の案を作成し、班会議で協議し決定していく。

・小鹿野小学校内での乗降場所は、安全な場所を確保する。

○班員から意見を聞き、まちづくり観光課に提言する形で、閉校校舎の利活用につ

いての会議を行った。 以下は代表的な意見である。

・活用方法を今後計画的に考えていくことが大切である。
・高齢者の交流の場にするなど、地域の人が活用できる場にしていくのがよい。
・グラウンドを畑やハウスにして、野菜やイチゴなどの栽培をするのがよい。
・三田川小学校を道の駅にするのがよい。
・宅地にして売り出して処分するのもよい。 （裏面につづく）

（２） 学用品班

（３） 通学体制班

（４） 閉校校舎班の利活用班

デザイン案の説明や込めた思い
あん せつめい こ おも

小鹿野の小という字のまわりに

５人の人が手をつないでいるデザイン

にしました。

５人の人は小鹿野小､長若小､三田川

小、両神小、倉尾小でみんな仲良く生

活できる学校にしたいです。

うしろの花は小鹿野の花のせつぶん草

をデザインしました。



① 「統合前の交流・連携事業」について

○令和５年度の事業

・３年生 合同町内めぐり

・４年生 神川げんきプラザでのアドベンチャー教育

・２年生 オンラインを利用した町探検発表会

○令和６年度の事業（予定）

・令和５年度の事業を継続して実施

・希望を語るメッセージボード等の作成（全小学校）

・統合記念植樹（小鹿野小学校）

・統合に向けた合同行事等の取組を収めたスライドを作成（全小学校）

 ② 「閉校・統合式典関係」について

・長若小学校、三田川小学校、両神小学校は閉校式典事業の形で、小鹿野小学

校は統合式典事業の形で、各校とも記念誌の作成、記念碑の建立、記念式典

を実施する。

・各種事業の実施については、各校で実行委員会を設置して行う。

 ・「総合的な学習の時間」の学習指導計画については、各小学校でこれまで

行われてきた、それぞれの地域の特色や伝統・文化、地域の教育力を活か

した教育活動をバランスよく取り入れ、引き続き小鹿野町のよいところを学

習し、経験できるものになるよう検討協議を重ねている。

・統合年度までの、各校の修学旅行や林間学校の実施状況について不具合な

点がないかを確認した。長若小学校は５・６年生が一緒に隔年で修学旅行を

実施しているため、統合年度に６年生になる長若小学校の児童は、５年生時

に続いて２年連続で修学旅行に行くことになってしまうが、長若小学校の当

該保護者等の希望もあり、長若小学校の児童については、５・６年生の２年

間連続で修学旅行に行くことになった。

･上記（１）～（３）以外の教育部会関連班の協議については、各学校間でやり

易い方法・形態で進め、令和６年１０月頃 までに協議結果をまとめるよう進

めていく。

（１） 学事班

（２） 教育課程班

（３） 児童活動班

（４） 教育部会関連班

①（新）小鹿野小学校ＰＴＡ規約（案）を検討して作成した。

【主な内容】

・ＰＴＡ役員・・・・・・・・会長１名、副会長５名以上、書記１名、会計１名、

監事（監査）２名。

・役員の任期・・・・・・１年とし、再任を妨げない。

・役員の選出方法・・・会長、副会長、監事は小鹿野小学校ＰＴＡ運営協議会

で選出し、総会において承認する。

・専門部の組織・・・・・成人教養部、校外指導部、広報部の３つとする。

・ＰＴＡ会費・・・・・・・・年間3,000円とする。

・その他・・・・・・・・・・慶弔規定や旅費を定めた。

②令和７年度当初の役員を決める時期等については、次のとおりとする。

・本部役員等については、統合する前年度（令和６年度）の１２月頃に、各小

学校のＰＴＡ役員が集まって候補者を決める。

・専門部会については、統合後最初の授業参観時に、各学年から必要数選出

する。

① 学校運営協議会について

・委員の人数・・・・・１９名程度（５地域から３名ずつ、小・中学校の校長・

ＰＴＡ会長）

・委員の任期・・・・・１年（再任を可とする）

・委員の選出・・・・・偏りなく各地域から選出

② 学校応援団について

・コーディネーター・・各地域から１名ずつ出てもらい、４名程度が望ましい。

・支援する分野等・・ 読み聞かせや図書ボランティア、安心安全応援団、体

験活動や授業の指導支援、地域の特色ある学習活動支援等。

・応援団員の募集・・ 回覧や通知でより多くの人に周知依頼する。募集は年

度当初や必要に応じての募集など弾力的に行う。応募者に失礼にならない

ように、募集する際には一言「状況により応援をお願いすることが無くなる

こともある」旨を伝える。

（1） ＰＴＡ関係班

（２） 学校との連携班

統合に関する情報は町のホームページで
ご覧いただけます！
統合準備委員会だよりも、カラーでご覧
いただけます！！
https://www.town.ogano.lg.jp/kosodate-
kyouiku/gakkokyouikunikansurukoto/

・塾や習い事をする場所に利用するのがよい。

・インターネット環境を利用してオンラインでの勉強ができる施設がよい。

・令和５年１１月から班協議を継続して実施している。

学校経営班 ： 学校教育目標や学校経営方針

事務班 ： 統合に向けた必要事項

～～お詫び～～

前回発行の統合準備委員会だよりNO.２の中で、学童保育について

『統合後は2つの学童クラブになる方向』とお知らせさせていただきましたが、

子どもたちがより良い環境で放課後等を過ごせるよう、運営主体である小鹿野

ひまわり福祉会と町担当課で、現在も検討いただいております。

今後方向性が決まりましたら、改めて統合準備委員会だより等でもお知らせさ

せていただきますのでよろしくお願いいたします。

（５） 学校経営班･事務班

～～今後の予定～～

〇総務部会

総 務 班・・・最優秀作品に選ばれたデザインのブラッシュアッ

プを行い、校章を完成させていきます。

学 用 品 班･･･体操着の投票を行い、新しい体操着を決めていき
ます。

通学体制班・・・スクールバスの乗降場所の検討を行います。

○教育部会

学校において、各班の協議が本格化していきます。

○ＰＴＡ部会

PTA部会の協議については、ひとまず終了しています。

○閉校・統合記念事業実行委員会

・各学校において閉校・統合記念事業の計画・実施を

行っていきます。


